
※新型コロナウイルス感染症対策として、マスク着用、トイレ使用時の消毒等にご協力ください。 

※アンケート結果等は『静岡市歴史文化課 HP さきがけミュージアム』に掲載します。

トークセッション“駿府城公園エリアから静岡市の未来を考える”  

   次  第 

１．開会・挨拶（１３：３０） 

～第１部～

２．報告会（１３：３５～１５：００） 

・静岡市民文化会館再整備経過報告 

報告者：株式会社シアターワークショップ 代表取締役 伊東正示氏 （リモート出演）

・駿府城跡天守台の発掘調査報告と野外展示

報告者：静岡市歴史文化課 副主幹 松下高之 

・歴史文化施設建設工事設計完了報告 

報告者：有限会社ＳＡＮＡＡ事務所 建築家 妹島和世氏、西沢立衛氏 （リモート出演） 

・歴史文化施設展示工事設計完了報告

報告者：静岡市 歴史文化拠点推進監 中村羊一郎

休 憩（１５分間） 

～第２部～

３．トークセッション(1５：００～１６：１５) 

登 壇 者：有限会社ＳＡＮＡＡ事務所 建築家 妹島和世氏、西沢立衛氏（リモート出演） 

株式会社シアターワークショップ 代表取締役 伊東正示氏（リモート出演） 

          企業組合 針谷建築事務所 代表理事 鳥居久保氏 

          静岡市 歴史文化拠点推進監 中村羊一郎 

     ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：静岡市 まちは劇場推進監 中島一彦 

４．質疑応答（１６：１５～１６：３０） 

５．閉  会（１６：３０） 

日時：令和２年８月 13 日（木）

13 時 30 分～16 時 30 分

場所：静岡市民文化会館 中ホール

司会：南條 亜紀子氏（フリーアナウンサー）



令和２年８月13日（水）開催

参加者300人 回収数260 回収率86.6％

1 あなたのお住まい・年齢を教えてください

 参加者のほとんどが市内在住の方で、全体の約半数は葵区在住の方だった。

住まい 件数 割合（％）

葵区 123 47.3

駿河区 68 26.1

清水区 33 12.7

市外 33 12.7

無回答 3 1.2

合計 260 100

10代～30代までが全体の３割であり、若者の参加が多く年代ごとのバランスが良かった。

年齢 件数 割合（％）

～10代 30 11.5

20～30代 51 19.6

40～50代 86 33.1

60～70代 79 30.4

80代～ 9 3.5

無回答 5 1.9

合計 260 100

２ 駿府城公園エリアでどんなことをすれば、何度も訪れたくなりますか（複数回答可）

 くつろげるような場を望む意見が最も多く、次に、歴史を学ぶや観劇・鑑賞や舞台芸術活動といった市が目指す

「歴史文化の拠点」や「フィールドミュージアム」、「まちは劇場」という考えと一致している意見が多かった。

内容 件数

散歩やカフェでくつろぐ 177

歴史を学ぶ 141

観劇・鑑賞 123

舞台芸術活動 74

運動・スポーツ 54

美術活動 52

その他 27

無回答 10

合計 658
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３ 市民文化会館（広場も含め）でやってみたいこと（複数回答可）

 「コンサート・公演」という本来の目的が多かったが、「同じ趣味の人と交流したい」や「家族・友人と休んだり

 話をしたい」という単純に公演だけが目的ではなく、広場的な活用方法や交流の場を望む意見もあった。

内容 件数

コンサート・公演がみたい 203

同じ趣味の人と交流したい 57

家族・友人等と休んだり話をした

い
52

楽器・ダンス・芝居の練習がした

い
28

展示会がしたい 24

会議がしたい 19

舞台に立ちたい 19

芝居・歌・ダンスなどを教わりた

い
17

自習したい 12

無回答 12

その他 4

合計 447

４ 今後の駿府城跡天守台について（自由記載を分類）

   天守、天守台復元は１割強。野外展示は３割弱であるが、広場としての利用など現状にあまり手を付けず

   様々な使い方ができるような整備を望む意見が多かった。

   ※この設問では選択項目の設定は無く、自由記載であったことから無回答が多かったと思われる。

内容 件数 割合（％）

野外展示 75 28.8

天守復元 22 8.5

天守台復元 14 5.4

様々な活用ができる広場 14 5.4

ＶＲ等で天守を再現 7 2.7

歴史発信・教育の場として活用 6 2.3

その他 53 20.4

無回答 69 26.5

合計 260 100

５ 歴史文化施設で関心を持ったところ（複数回答可）

  建物そのものや、発掘調査で発見された道と石垣の遺構展示に関心を持った方が多かった。また、展望ラウンジ、

  カフェ＆ショップなど、施設内のくろげる空間に関心を示す方も多かった。

内容 件数

建物 128

遺構展示 120

歴史展示 109

展望ラウンジ 98

カフェ＆ショップ 64

市民活動エリア 43

無回答 14

その他 11

合計 587
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主な意見 

○アンケートから 

※回答欄に複数の内容の意見を記載してある場合はそれぞれを１件としてカウントした

▼トークセッションに関する感想、歴史文化施設、静岡市民文化会館、駿府城公園エリアについての意見 

                                                 （意見数 314 件） 

□エリア全体についての意見 

・駿府城エリアへ行けば歴史が学べて 1 日楽しく過ごすことができる施設になりそうで楽しみである 

   ・エリア全体が歴史教育の場となったり、文化・アート・イベントの発信地になってほしい 

・市内外から来客を迎えるにあたり駿府城エリアに駐車場を整備してほしい 

   ・物、植栽、光、色など何かひとつエリア全体で統一したデザインを採用してエリアそのもののブランドを築いて

ほしい 

・「歴史」では都市間競争に勝てない。ユニークベニューなど活用を図るべき。日常使い、まちあるきの魅力の

充実を求める 

□トークセッション全般に対する意見 

  ・「まちは劇場」という考えに感銘を受け、静岡の可能性に気付くことができた 

  ・日頃なかなか聞けない報告などが聞けて良かった。今後もこういう機会を設けてほしい 

□歴史文化施設、市民文化会館に対する意見 

・静岡県民、市民に静岡の歴史を考えさせ、後世に静岡の良さを伝える施設にしてほしい 

・未来の静岡を愛する施設をつくるという思いが伝わった 

・完成予定を具体的に示してほしい。文化会館や歴史文化施設が１日も早く整備されてほしい

・市民文化会館が老朽化と聞くと一刻も早い改善をしてほしい 

・市民文化会館が「プロの発表の場とそれを見せる場」だけではなく「市民の創造の場」になることを期待する 

▼今後の駿府城跡天守台について  （意見数 191 件） 

□天守、天守台復元についての意見 

   ・天守から富士山を見ることができるのはここだけなので天守を再建してほしい 

   ・精度の高い絵図が現存しているので天守台は再建してほしい 

   ・天守はＶＲ等で見られれば良い 

・何らかの方法で一部だけでも天守台の高さを再現してほしい 

・詳細な資料がないので天守は復元しない方が良い 



□野外展示についての意見 

・天守台を高台から見下ろすとか、堀の底から見るという計画は他の城とは異なる駿府城跡らしい整備にな

ると思う

・本物の石垣を見られる野外展示は良いと思う。野外展示、フィールドミュージアムという考え方に賛同 

□その他の意見

・埋め戻していろいろな使い方ができるスペースにしてほしい 

・単なる歴史を象徴する場だけではなく、散歩やランニングコースとして愛される場にすべき 

▼歴史文化施設の活用方法  （意見数 52 件） 

 ・市民、子供たちの学習の場、歴史研究の場、文化や歴史についておしゃべりできる場、江戸時代の衣食

住が体験できるような場など、歴史に関することができる場としての活用 

 ・毎日ぶらっと行く、休憩で利用するなど、日常的な利用 

・市内で食品や物を作っている人に期間を決めて販売できる場所を提供するなど、博物館とは違う活用 

・静岡に SANAAの建物があるというブランドを活かし、東京や地方の友人が来たら案内するという観光資源

としての活用 

○会場での質疑 

 １ 歴史文化施設の教育という役割が大事だと思っている。その点で期待したいことは、企画展示のスペースな

どでの現代史の展示である。自分は静岡平和資料センターと関わっているが、その展示の内容（静岡空襲

がテーマ）を活かしてもらいたい。   （感想のみ、回答はしていない） 

２（今日の内容は）駿府城公園のエリアのことだが、駿府城の中のことについてあまり触れていない。（駿府

城の中）の目玉は何か。20 年くらい前から先輩方が「駿府公園」を「駿府城公園」にし、市長が数年をか

けて、まずは天守台をつくろうという思いをこめた。駿府城の中のものにも触れてエリアと一緒に考えてほしい。

外のことばかり考えているように聞こえたので、駿府城の中のことにも触れてほしい。 

（中村推進監） 

      東御門、巽櫓の展示を駿府城に特化した展示に改修する予定であり、近々オープンする。歴文施設で

は駿府城そのものの内容はさらりとふれるのみ。詳細は、東御門・巽櫓の展示で十分みなさんの期待に応え

られるのではないかと思う。博物館と東御門・巽櫓が一体となって静岡の歴史を明らかにするような構造とな

っている。東御門、巽櫓の展示にも期待してほしい。トータルで駿府城の全容をそこからくみ取ってもらえれば

ありがたい。 



３ 高校で建築を学んでいるが西沢さんの話にあった「雁行」という考えは初めて聞いたが、そういうアイディア

はどこから出てくるのか。これからの勉強になるので教えてほしい。 

     （SANAA 西沢氏） 

  「雁行」は日本建築の中では結構頻繁に登場する形式のひとつで、寝殿造りのころから始まって、有名

なものは桂離宮とかがある。中と外を分ける線を直線にすると中と外がスッパリ分かれるが、ギザギザにすると

入江や岬ができる。古くから自然と一体だった日本建築は、建物の形を凸凹させて中と外の多様化を起こし

てきた。ということで「雁行」は日本建築の歴史から見つけた。 

４ 大御所になった家康がいた頃は静岡にとって素晴らしい時代だったと思うが、それと同様に明治初期の数

年間、徳川が全部静岡にやって来たこの時は素晴らしい時代だった。家達の字（彰往考来）は展示する

とのことで家達は何らかの展示があると思われるが、慶喜の展示はどう考えているのか。 

     （中村推進監） 

慶喜は静岡の人に「ケイキさん」として親しまれた。歴史的な役割をきちんと評価すると同時に、静岡市で

どのような暮らしをしていたか、久能山に残されている遺品等を活用して説明していくつもりでいる。    

５ 文化会館の整備のことで、人が集まる場とか人づくりの場として興味深いと思って聞いていたが、静岡で「ま

ちは劇場」をやっているエリアは、文化会館があるこの辺りや七間町などがあると思うが、他のエリアとのつなが

りやバランスを考えたときに、今後の駿府城エリアの役割の方向性として考えているものは何かあるのか。 

       （中島推進監） 

      「まちは劇場」を最初に考えたときにシアターリンク（劇場と劇場がつながる）を考えていた。人宿町ヤドリ

ギ座やライブハウスなど、まちの中に劇場的な空間は多くある。 

      静岡が持っている劇場的な空間は財産であり、これらがつながっていくような仕組みは必要。コロナの影響

で人を密集させることが難しくなっている中で、どうやって街のにぎわいを作っていくのか、フェスティバルも変わっ

てくるし、まちの中にある何を使っていくのかをみんなで考えてつなげていくのが「まちは劇場」だと思っている。

「まちは劇場」とは毎日大道芸をやっていることだけではなく、まちは劇場的なまちづくりということ。 

      市の部局で言うと、都市局や道路、再開発などがそういう考えでまちをつくっていくことで、静岡市がもっと

いい街になっていく。その合言葉みたいなものが「まちは劇場」だと思っている。そういったことで我々も一生懸

命やっていく。 


